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平成２６年４月２３日発表

【総括判断】

項　　目 ２６年３月 ２６年４月
前回との

比較

総括判断
緩やかに回復しつつある。また、消費
税率引上げに伴う駆け込み需要がみ
られる。

消費税率引上げに伴う駆け込み需要
及びその反動がみられるものの、緩や
かに回復しつつある。

【各項目の判断】

項　　目 ２６年３月 ２６年４月
前回との

比較

個人消費
緩やかに回復しつつある。また、消費
税率引上げに伴う駆け込み需要がみ
られる。

消費税率引上げに伴う駆け込み需要
及びその反動がみられるものの、緩や
かに回復しつつある。

住宅建設 全体では前年を下回っている。 全体では前年を下回っている。

公共事業 全体では前年を上回っている。 全体では前年を下回っている。

生    産
持ち直しており、一部で緩やかに回復
しつつある。

持ち直しており、一部で緩やかに回復
しつつある。

雇用情勢 回復している。 回復している。

〔管内経済の概況〕
北陸財務局管内（石川、富山、福井県）の最近の経済動向をみると、

消費税率引上げに伴う駆け込み需要及びその反動がみられるものの、
緩やかに回復しつつある。

（総括判断のポイント）
個人消費は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要及びその反動がみられるものの、緩や

かに回復しつつある。

生産は、持ち直しており、一部で緩やかに回復しつつある。

雇用情勢は、回復している。

先行きについては、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動がみられるものの、各種

政策の効果や海外需要の増加などを背景に、雇用・所得環境などが回復し、景気の回復基

調が続くことが期待される。

なお、海外景気の下振れが景気を下押しするリスクとなっていることから、その動向に留

意が必要である。



（注）ｐは速報値   （資料）経済産業省、中部経済産業局　

（２） コンビニエンスストア販売等

（１） 大型小売店（百貨店、スーパー）販売 ・・・ 緩やかに回復しつつある

２月のコンビニエンスストア販売は、カウンターフーズのほか、高価格帯の食料
品に動きがみられることなどから、順調となっている。

２月の大型小売店販売は、衣料品の動きが鈍いものの、主力の飲食料品が
増加しているほか、高額品等に動きがみられることから、緩やかに回復しつつあ
る。また、消費税率引上げに伴う駆け込み需要が広がっている。

・・・ 消費税率引上げに伴う駆け込み需要及び
その反動がみられるものの、緩やかに回復
しつつある。
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２月のドラッグストア販売は、品揃えの拡充により飲食料品等に動きがみられるこ
とから、順調となっている。また、消費税率引上げに伴う駆け込み需要がみられ
る。

２月のホームセンター販売は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要により、家電
製品やＤＩＹ用品等が大幅に増加していることから、好調となっている。

２月の家電量販店販売は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要により、白物家
電や大型テレビ、パソコン等が大幅に増加していることから、好調となっている。

大型小売店販売額

1月 全国 0.7
全国 2.4

1月 北陸 1.1

北陸 ｐ2.7

（億円）

足下の状況について
コンビニエンスストア販売ではたばこで、
ドラッグストア販売では化粧品等で、
ホームセンター販売では家電製品や日用品を中心に、
家電量販店販売では白物家電や大型テレビ等を中心に、

それぞれ、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動がみられるとの声を聞いている。

最近の状況については、３月は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要が強まっているとの声を聞

いている。また４月は、客足自体はさほど落ち込んでいないものの、高額品等を中心に駆け込み需要

の反動がみられ、飲食料品など生活必需品においても一定の反動は免れないとの声を聞いている。
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（３） 新車販売　・・・　前年を大幅に上回っている

　（資料）日本自動車販売協会連合会、全国軽自動車協会連合会、各県自動車販売店協会、　　 
軽自動車協会（石川県、福井県）、軽自動車検査協会（富山県）

（ 旅行・観光関連 ）

（資料）北陸観光協会

３月の新車販売台数は、全体では前年を大幅に上回っているものの、増勢は鈍
化している。

最近の状況（３～４月）について

旅行取扱状況は、 ３月の国内旅行は東京方面等に、海外旅行は台湾等に動きがみられ、

４月は、大型連休の日並びがよくないことから、国内旅行、海外旅行ともに動きが鈍いとの声

を聞いている。

主要温泉地の宿泊客数は、 ３月は、一部でグループ客に動きがみられるものの、４月は、

県内客、県外客ともに動きが鈍いとの声を聞いている。

主要観光地の入込客数は、３月は、国内客に動きがみられ、４月は、天候がよく、個人客、

団体客ともに動きがみられるほか、花見客が増加しているとの声を聞いている。また、外国人

観光客は、引き続きアジア（台湾、香港、韓国）を中心に増加しているとの声を聞いている。
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1月 4.4

主要温泉地宿泊人員

２月の主要温泉地の宿泊客数は、前年を下回っている。
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北 陸
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新車販売台数

2月 北陸 17.4

2月 全国 18.8

全国 16.8

北陸 15.5
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３月の公共事業を前払金保証請負金額でみると、独立行政法人等では前年
を上回っているものの、国及び地方公共団体では前年を下回っていることから、
全体では前年を下回っている。

・・・ 全体では前年を下回っている

・・・ 全体では前年を下回っている

全国 ▲18.8

北陸（3ヶ月平均）

北陸（3ヶ月平均）

２月の住宅建設を新設住宅着工戸数でみると、消費税率引上げに伴う駆け込
み需要の反動により、全体では前年を下回っている。
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公共工事請負金額
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新設住宅着工戸数

（資料）国土交通省

（資料）東日本建設業保証㈱ほか

1月 北陸 ▲11.0

全国 1.0

2月 北陸 5.4
全国 18.1

1月 全国 12.3

北陸 ▲16.9

2月 全国 3.7
北陸 ▲9.8
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業種別にみると、

電子部品・デバイスは、自動車関連向けで増加しているものの、スマートフォン向
けで減少していることなどから、全体では弱い動きとなっている。

化学は、大宗を占める医薬品が、後発医薬品で生産水準を引き上げていることな
どから、増加している。

はん用・生産用・業務用機械は、金属工作機械や土木建設機械を中心に引き続
き増加していることから、全体では増加している。

繊維は、自動車内装材向けが横ばいとなっているものの、衣料向けが弱い動きと
なっていることから、全体では弱い動きとなっている。

金属製品は、大宗を占めるアルミ建材が、住宅関連を中心に増加していることな
どから、増加している。

持ち直しており、一部で緩やかに回復しつつある・・・

設備投資の推移（除く「電気・ガス・水道業」、前年同期比） （単位：％）

( 1.4 ) ( ▲ 10.8 ) ( 10.4 )

▲ 1.8 ▲ 9.4 3.9 1.0 36.0 ▲ 20.7

( ▲ 5.5 ) ( ▲ 21.1 ) ( 5.6 )

▲ 10.1 ▲ 19.6 ▲ 3.4 12.6 84.6 ▲ 24.3

( 17.3 ) ( 11.0 ) ( 22.6 )

17.2 11.8 21.7 ▲ 13.6 ▲ 11.6 ▲ 15.2

( ▲ 1.5 ) ( ▲ 9.6 ) ( 4.3 )

▲ 4.0 ▲ 9.5 ▲ 0.2 6.8 39.0 ▲ 13.7

( 17.0 ) ( ▲ 22.7 ) ( 52.9 )

7.9 ▲ 14.6 28.2 ▲ 28.1 32.9 ▲ 55.0

( 0.9 ) ( 22.4 ) ( ▲ 17.1 )

11.6 20.4 4.2 ▲ 18.7 ▲ 3.2 ▲ 33.3
（注１）ソフトウェア投資額を含み、土地購入額は含まない。

（注２）(     ) は前回調査結果。

（注３）26年度は不明と回答した企業は除いているため、25年度とは連続していない。

区 分

全 産 業

25年度 26年度
上　期 下　期上　期 下　期

製 造 業

規

模

別

大 企 業

中 堅 企 業

中 小 企 業

非 製 造 業

（参考） 法人企業景気予測調査（平成26年1-3月期調査）
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・

　　　　

（注）北陸（3か月平均）は当局試算。         （資料）経済産業省、中部経済産業局

（資料）経済産業省、中部・近畿経済産業局

（注）pは速報値。               　　　　　　                 （資料）中部経済産業局
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業務用機械

127.9

化 学
141.0

電子部品・デバイス

108.7

繊 維

94.4

金 属 製 品

105.8

北 陸
112.5

全 国
103.9

11-1月平均 北陸

112.08-10月平均 北陸

112.7

12月 全 国

100.0

12月 北陸

113.7

12月 化学 147.4
はん用・生産用・業務用機械 117.6
電子部品・デバイス 122.5
金属製品 102.4
繊維 99.2
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1月 24.3
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北陸

全国
北陸 1.35

1月 全国 1.04 全国 1.05

1月 北陸 1.35

有効求人倍率（季節調整値）

２月の有効求人倍率は、横ばいとなっている。
新規求人数は、前年を上回っている。新規求職者数は、前年を下回っている。
雇用保険受給者実人員は、前年を下回っている。

・・・ 回復している

新規求人数、新規求職者数の推移（前年比）

雇用保険受給者実人員の推移（前年比）

（資料）厚生労働省

（資料）厚生労働省

（資料）厚生労働省

1月 ▲22.8

（注） 北陸は、当局において石川県、富山県、福井県の有効求人数、有効求職者数（季節調整値）を合算して試算したもの。

▲24.0

（注） 当局において石川県、富山県、福井県の新規求人数、新規求職者数（原数値）を合算し、北陸として試算したもの。

（注） 当局において石川県、富山県、福井県の雇用保険受給者実人員を合算し、北陸として試算したもの。
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  （資料) 日本銀行、信金中央金庫

  （資料) 日本銀行、信金中央金庫

 （資料) 日本銀行

２月末の金融機関の貸出金は、前年を上回っている。

・・・ 預金、貸出金とも前年を上回っている
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（２）貸出金
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２月末の金融機関の預金は、前年を上回っている。

預金

貸出約定平均金利（総合・ストックベース・管内銀行）

（注）北陸３県内に本店を有する地方銀行・第二地方銀行の貸出金利を加重平均したもので、当座貸越
を含め、金融機関向け貸出を除いたもの。全国は地方銀行。

1月 北陸 3.2

（参考）貸出約定平均金利

1月 全国 1.348

1月 全国 3.9

1月 北陸 2.3

1月 北陸 1.277

全国 3.6

北陸 2.9

全国 2.5

北陸 2.3

全国 1.340

北陸 1.276
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（資料）東京商工リサーチ

 （資料）総務省、石川県

２月の消費者物価（金沢市、生鮮食品を除く総合）は、前年を上回っている。
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2月 44

・・・ 前年を下回っている

３月の企業倒産（北陸３県）は、件数、負債総額ともに前年を下回っている。

1月 全国 100.4

金沢 98.9

全国 1.3
金沢 0.9

全国 100.5

金沢 98.9
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